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BIM/CIM推進と受発注者の役割
官
民
の
役
割
分
担

計画 調査、測量 設計 施工 維持管理

官民の役割分担の推移イメージ

発注者側の役割

受注者側の役割

○ 建設生産プロセスにおいて受発注者は相互に連携しながら、必要な役割を果たしており、
各段階における役割の相対的な重要性やその内容に適応した技術力が必要となる。

○ BIM/CIMに関する技術力向上について受発注者双方が共通して学習すべき事項と役割
に応じて学習すべき事項について分類した枠組み“フレームワーク”を構築する必要がある。

発注者側の業務

受注者側の業務

事業計画
関係機関調整

積算、発注
設計変更、検査

点検、維持管理

現場管理
設計・施工計画

積算、技術提案
変更協議、照査

出来形管理

ガイドライン・基準類の理解共通事項

受発注者の役割に応じた学習の枠組み
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【参考】英国教育 BIM Learning Outcomes Framework
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○BIMタスクグループが2015年に作成した発注者向けのBIM学習成果フレームワーク（BIM 
Learning Outcomes Framework）により実施。LOFは32項目で定義



発注者向けＢＩＭ/ＣＩＭ教育

日程 研修項目 研修内容
1日目

（概論）
導入部分
（BIM/CIMに関する基礎知識）

・BIM/CIM導入の背景と目的、関連基準等の理解
・海外動向及びBIM/CIM活用によるアセットマネジメントの意義

2日目
（実務研修）
BIM/CIM対応
ＰＣを用いた
ハンズオン

事前準備
（既存成果の把握）

・既存成果における使用ソフトウェアやデータ構成の確認
・関係機関との調整要否等の把握

積算・数量
（施工区割りの検討）

・発注のロット割（施工範囲決定）
・土工量の確認

発注・契約
（工程・実施内容の確認）

・事業費及び工期の概算
・要求事項の設定

履行・施工管理
（情報共有と意思伝達）

・BIM/CIMを活用した情報共有の方法
・段階的な進捗確認
・検討の妥当性確認及び指摘事項の伝達

納品
（完了検査）

・仕様書、要領との整合確認
・閲覧や更新方法等の確認

利活用
（簡易編集・属性の更新）

・説明動画の作成
・点検等の経年情報の更新

3日目
（応用演習）

プレゼンテーション
（3D活用による実務提案） ・3Dデータ活用による実務での課題解決策の提案

○BIM/CIMにおいて発注者が必要な知識および事業マネジメントの基礎を学ぶことを目的に、実機を用い
BIM/CIMに関わる地整本局、事務所の係長級および地公体職員を対象とした研修を国交大で実施
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発注者実務に沿ったハンズオン研修の内容

●「統合モデルの作成」（測量データ、
地質モデル、構造物モデル等の統合）

●「4Dモデルによる全体工程の把握」（施
工時期、周辺環境の把握等）

●「情報共有システムの活用」（任意断
面切出し、計測、指示事項伝達等）

●「3Dモデル検査」（単位系、座標、属
性情報、断面の出力等）

●「3Dモデルの利活用」（動画作成、点検
記録の付与、属性の更新等）

情報共有システム
を介したやりとり

（実務研修）BIM/CIM対応ＰＣを用いたハンズオン
➀事前準備
（既存成果の把握）

②積算・数量
（施工区割りの検討）

③発注・契約
（工程・実施内容の確認）

④履行・施工管理
（情報共有と意思伝達）

⑤納品
（完了検査）

⑥利活用
（簡易編集・属性の更新）

●「施工区割りの検討」（土量の算出、
発注規模の確認）
項目 内容 結果

測地系、単位系 測地系・単位系は正しく設定されているか。 ✔

配置位置 構造物の配置座標が正しく確認できるか。 ✔

属性情報 指定した属性情報が付与されているか。 ✔

断面の出力 任意断面を抽出して必要事項を確認できるか。 ✔
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非常に参考になり極め
て有意義であった。

27%

かなり参考になり
有意義であった。

69%

少しは参考になった。
4%

研修の感想

研修員へのアンケート結果 ①

あまり参考にならなかった。0％
まったく参考にならなかった。0％

○研修員の96％が有意義だったと回答し、27％の研修員が『極めて有意義』と回答。
○研修員19名（70％）が「積算・数量」において効果を実感し、最も効果があるとの回答であった。
○また、研修期間及び内容についても今回よりも内容、時間ともに拡充を望む声が多かった。

18
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10

ハンズオン（演習）

業界団体による説明

有識者による説明

国交省による説明

ハンズオン（講師説明）

0 5 10 15 20

充実すべき項目

19

13

13

11

10

7

5

0 10 20

積算・数量（施工区割りの検討等）

事前準備（統合モデルの作成等）

履行・施工管理（情報共有システム活用等）

発注・契約（工期設定、工程調整等）

利活用（属性更新、動画作成等）

納品（完了検査等）

その他

効果があると感じたハンズオンテーマ

2
10

8
8

0

５日以上がよい
５日がよい
４日がよい

３日が適切
３日未満がよい

0 2 4 6 8 10 12

研修の期間

（上司への説明、他課との調整等）
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23

16
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4

3
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0 5 10 15 20 25

BIM/CIMを活用できる環境が必
要だと思う

BIM/CIM活用による効果はある
と思う

自身が率先して他者へ情報発信
を行いたい

BIM/CIM活用に向けて具体的に
取り組みを始めたい

BIM/CIM活用に抵抗感はまだ残
る

自身が先導的な立場で
BIM/CIM推進を行いたい

ＢＩＭ/ＣＩＭに対する考え方

研修員へのアンケート結果 ②

○BIM/CIMに対する考え方についても過半数の研修員（16名）がBIM/CIM活用の効果があると
認識した結果となった。また、研修員の大半（23名）がBIM/CIMを活用出来る環境を望んでいる
ことから更なる環境整備を進める必要がある。

○活用効果に関する試算では、研修員によるばらつきは大きかったものの平均して年間100時間程度の
効率化が見込めるとの回答が得られた。

600

314 300
240

100 80 74 70 65 50 50 20 10
0

100

200

300

400

500

600

700
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BIM/CIMによる効率化（時間/年間）

（平均値）
152時間/年
（最大値、最小値を除いた平均値）
123時間/年
（中央値）
74時間/年

今回の研修において研修員が感じたイメージ
BIM/CIM活用によって年間100時間程度の発注者側の
効率化が期待される。

各研修員（13名）が考えた
効率化程度（イメージ）
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ＢＩＭ/ＣＩＭ発注者研修フレームワーク（案）の提案

教科目 時間 概 要今回 必要時間

基
本
科
目

BIM/CIMの現状と今後について 1.5 1.5 国交省の近年の取り組みと先進諸外国のBIM/CIM等に
ついて

発注者におけるBIM/CIMの活用の意
義について 1.0 1.5 発注者が必要とする3次元データの活用方法等について

＋計画、設計段階での活用方策
BIM/CIMに関する要領・基準類につ
いて 1.5 1.5 要領、基準類の解説,実務でのBIM/CIMの関わり方につい

て
専
門
科
目

受 注 者 （ 設 計 者 ） か ら み た
BIM/CIM活用の現状と展望 2.0 2.5

設計コンサルが活用するBIM/CIMの現状と展望
＋コンサル実務でのBIM/CIM操作術

受 注 者 （ 施 工 者 ） か ら み た
BIM/CIM活用の現状と展望

施工者が活用するBIM/CIMの現状と展望
＋設計、施工でのモデル受け渡しの課題と効果

ハ
ン
ズ
オ
ン

BIM/CIMに必要な基礎技術（測量
データ、ソフトウェアの利用） 1.5 2.0 3次元設計等に必要な技術について（測量データ、ソフト

ウェア等）＋複数ソフトウェアの特徴学習のハンズオン
BIM/CIMを活用した新たな発注者実
務 3.5 7.0

実務作業を3次元で効率化するためのハンズオン（準備、,
積算、工期、情報共有、検査、利活用）の一連フロー
＋積算（施工区割り）等、効果の望める具体的な学習

演
習
科
目

BIM/CIM演習課題について 0.5 0.5 演習内容の解説
BIM/CIM演習 4.0 6.0 BIM/CIMモデルの作成・編集・活用シーンの検討

＋実際のモデル成果を活用した演習
BIM/CIM実習 プレゼンテーション・講
評 2.0 2.0 BIM/CIMモデルを活用したプレゼンテーション、講師からの

講評

○研修結果をふまえ、今後発注者が受講すべきBIM/CIM分野の研修フレームワーク(案)は以下のとおり。
「今回」：3日間（17.5ｈ）“基本項目：4.0ｈ、専門項目：2.0ｈ、ハンズオン：5.0ｈ、演習：6.5ｈ”

「必要時間」：4日間（24.5ｈ）“基本項目：4.5ｈ、専門項目：2.5ｈ、ハンズオン：9.0ｈ、演習：8.5ｈ”
内容・時間ともに充実させ、より効果的な研修実施を行う
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ＢＩＭ/ＣＩＭ技術力向上の継続的な取組について

地方整備局等 BIM/CIM担当者

地方公共団体

研修素材の提供

国土技術総合研究所
地方整備局 技術事務所等

技術的な支援
/協力等

事
務
所
・
出
張
所

職
員

事
務
所
・
出
張
所

職
員

事
務
所
・
出
張
所

職
員

事
務
所
・
出
張
所

職
員

事
務
所
・
出
張
所

職
員

研修の開催/継続育成

建設生産性向上実践研修
（ＢＩＭ/ＣＩＭ研修）本省主催＠国交大

第1期 2018.7.11～13
第2期 2019.2（4日間）予定

○研修素材を地方整備局等へ展開し、地方での継続育成を促進するとともに、今回の研修結果を踏まえ
て次回（2019.2頃）の実施について国土交通大学校と調整中。
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各地方整備局等での発注者向けＢＩＭ/ＣＩＭ研修計画

地整等 研修名等 時期 期間 対象者 延べ人数
本省 ・建設生産性向上実践研修（BIM/CIM研修） 7月、2月 ３日～４日 直轄、地公体 60名程度

北海道開発局 ・BIM/CIM勉強会
・i-Construction研修

年4回程度
8月

1日
1日 直轄、地公体 100名程度

東北地方整備局 ・本局CIM担当者勉強会
・第1回東北地方整備局BIM/CIM講習会

5月
6月

1日
1日 直轄 80名程度

関東地方整備局 ・i-Construction（ICT）研修
・実践研修 電子納品に関するＣＡＤソフト操作

９月
9月

２日
3日 直轄 60名程度

北陸地方整備局
・BIM/CIM勉強会
・BIM/CIM講習会
・BIM/CIM研修

6月
未定

6月、12月

1日
検討中
3日×2

直轄
直轄

直轄、地公体
100名程度

中部地方整備局
・CIM勉強会
・3DCADパソコン初級者講習
・3DCAD研修

年6回
8、9月
下期2回

1日
1日
1日

直轄、業界
直轄
直轄

350名程度

近畿地方整備局 ・BIM/CIM研修 下期2回 1日 検討中 検討中
中国地方整備局 ・BIM/CIMセミナー 10、11月 2日 直轄 40名程度

四国地方整備局 ・BIM/CIM勉強会
・BIM/CIM説明会

6月
１～3月

1日
検討中

直轄
直轄 70名程度

九州地方整備局 ・平成30年度CIM（初級）研修 11月 3日 直轄 30名程度

沖縄総合事務局 ・CIM講習会
・CIM研修

6月
1～3月

1日
検討中

直轄
検討中 40名程度

○平成30年度は、各地方整備局等において、国交大における研修資料等を活用した発注者向けBIM/
CIM研修を順次実施。延べ900名程度（H30.9時点）へのBIM/CIM対応力向上を促進。
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受注者教育におけるＢＩＭ/ＣＩＭフレームワークの検討

■受注者を対象としたBIM/CIM研修カリキュラム事例※

NO. 教育訓練名称 実施主体 日程 CIM概論 CIM各論 ガイドライン
（詳細）

ソフトウェア
操作 演習

1 CIMチャンピオン養成講座 ＣＩＭ研究会 午後半日
８日間 １時間 ７時間 なし ２１時間 ６時間

2 ＣＩＭ塾 大阪大学 ３日間 １．５時間 ２時間 なし １７時間 ６時間

3
ＣＩＭチャレンジ研修

コースＡ ＪＡＣＩＣ ５日間 なし なし なし １６時間 １４時間

ＣＩＭチャレンジ研修
コースＢ ＪＡＣＩＣ ５日間 なし なし なし １２時間 １８時間

4 認定ＣＩＭトレーニングコー
ス

シビルユーザー
グループ ２日間 なし なし なし １４時間 なし

5 CIMモデリング速習コース 大塚商会 ２日間 あり なし なし あり あり

6 CIM導入支援コース 応用技術
AUTODESK ２日間 なし なし なし あり なし

○これまでの受注者における研修の主体は「ソフトウェア操作」及び「演習」に特化されてきた一方で、BIM/
CIM要領類・ガイドライン等に関する知識、理解が不足している可能性がある。

○要領・ガイドライン等の整備にあたっても実務に即した内容となるよう考慮するとともに、受注者研修におい
てもこれらの要領や実務での活用を想定したカリキュラムを促す仕組みを検討。

※JACICによる調査結果によるため、実際の内容と異なっている場合がある。11



ＢＩＭ/ＣＩＭ学習認定プログラム（案）の検討

○受発注者双方がそれぞれの役割に応じたBIM/CIMに必要な学習を実施することにより、実務におけるよ
り一層の効果的な活用が見込まれる他、必要な学習カリキュラムを公開することにより共通認識を育み、
意思疎通の効率化が期待される。

○そのため、発注者のみならず受注者を対象とした研修カリキュラムにおいても最低限必要な構成要素を示
した「BIM/CIM学習認定プログラム（案）」の策定を検討。

受注者国土交通省

研修主催者

公開 地方整備局等
地方公共団体

BIM/CIM学習認定プログラム（案）
受注者向け

建設生産性向上実践研修
発注者向け

策定

参加
実施

必要な構成要素を
含む研修の実施

受講

認定プログラム受講者

必要な構成要素の学習

BIM/CIM事業における
一層の共通理解、効果
発現を促進

発注

受注

BIM/CIM技術者育成イメージ
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ＢＩＭＣＩＭ推進委員会 委員団体による講習会等の状況

講習名 団体名 開催場所

CIM講演会2018 土木学会 主要都市 10箇所
CIMハンズオン講習会2018
ICTセミナー2018 建設コンサルタンツ協会 主要都市 9箇所

CIMセミナー 2018 オープンCADフォーマット評議会 東京、名古屋、福岡

IFC説明会 日本橋梁建設協会 東京（2回）

i-Construction&CIM／3次元CAD研修会 全国測量設計業協会連合会 主要都市 11箇所

設備IFCセミナー
土木IFCセミナー Building SMART Japan 東京、大阪

東京

CIMチャレンジ研修 入門
CIMチャレンジ研修 実務 日本建設情報総合センター 東京
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講習名 団体名 開催場所
CIM塾 大阪大学 東京（7月４～６日）
CIMチャンピオン養成講座
（東京、熊本） CIM研究会（熊本大学） 5月～3月 集合開催8回

東京分会
大阪分会
広島分会
北海道分会
新潟分会

Civil ユーザー会

各月（11回、合宿１回）
隔月（5回、合宿１回）
２か月毎（3回、合宿１回）
２か月毎（3回、合宿１回）
４か月毎（3回）

CIMチャンピオン養成講座 講義状況CIM塾 講義状況

関係団体による講習会等の状況
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OCF会員による講習会等の状況

講習名 実施者 場所
道路設計者のためのBIM/CIMセミナー2018 ㈱エムティシー 名古屋市

AutoCAD Civil3D ハンズオンセミナー オートデスク㈱ 東京、福岡、大阪、
新潟 全30回予定

CIM Webセミナー オートデスク㈱ Web 13回

CIM実践セミナー2018 道路編 川田テクノシステム㈱ 主要都市 11回

CIM実践セミナー2018 橋梁編 川田テクノシステム㈱ 主要都市 8回

CIM実践セミナー2018 砂防編 川田テクノシステム㈱ 主要都市 6回

V-nasCliar・Kit スキルアップセミナー 川田テクノシステム㈱ 主要都市 6回

CIM入門セミナー ㈱フォーラムエイト 主要都市

CIM・i-Con技術セミナー ㈱フォーラムエイト 主要都市

レジリエンスデザイン・CIM系解析支援セミナー
ES/地盤解析編 ㈱フォーラムエイト 主要都市

3D配筋CADセミナー ㈱フォーラムエイト 主要都市

CIMソフト「TREND-CORE」講習会/体験会 福井コンピュータ㈱ 仙台、他主要都市 15
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発注者向けBIM/CIM研修については、第1回の結果を
受け、活用方策の充実やハンズオンの項目追加など、より実
践的な研修となるよう改善を検討している。
また、受注者向けBIM/CIM研修については、基準・要領

等を中心に発注者が必要とするBIM/CIMの在り方について
学習できるよう改善を検討している。

（１）今後の受発注者双方へのBIM/CIM研修計画に関
し、特に留意すべき事項についてご審議いただきたい。

（２）研修以外のBIM/CIMに関する技術者育成の方策
についてご審議いただきたい。


